
⼤学全体の経営理念における産学官連携活動の取組⽅針

⼤学の得意分野とその具体例

千円

産学官連携活動において今後重点化したい事項

全体 位
 ⺠間企業のみ 位

⼤企業 位

中⼩企業 位

※順位は2019年度の受⼊額を国公私⽴で⽐較したもの

運営費交付⾦ 百万円

研究者数

窓⼝

担当者

TEL

Email

産連HP

シーズDB

全体 位
 ⺠間企業のみ 位

産学連携担当部署 ⼤企業 位

名 中⼩企業 位

※順位は2019年度の受⼊額を国公私⽴で⽐較したもの

※専⾨家を配置している場合は、⾚⾊で表⽰されます。

件

件

職務発明の帰属

特許権実施等件数

特許権実施等収⼊（千円）

9 C12 ⽣化学、微⽣物学、遺伝⼦⼯学等 4

10 G06 計算、計数 4

7 B22 鋳造、粉末冶⾦ 5

8 C09 染料、ペイント、つや出し、天然樹脂、接着剤等 4

5 B01 物理的・化学的⽅法または装置⼀般 7

6 A01 農業、林業、畜産、狩猟、捕獲、漁業 5

3 A61 医学・獣医学︔衛⽣学 16

4 C08 有機⾼分⼦化合物等 14

1 G01 測定、試験 23

2 H01 基本的電気素⼦ 19

特許保有件数 410 0.511

出願数上位技術分野（2019年公開）

順位 IPC 分野 件数

27  実施等件数あたり

研究者あたり 8,206 303.9

特許出願件数 66 0.082

産学連携本部が関与した共同研究 7

内、マッチングを⾏い、契約締結した件数 0

⼤学 発明者 未設定

15

専⾨家の配置 弁護⼠ 弁理⼠ 税理⼠ 公認会計⼠ その他

実務担当者数 25 32 3,041 14 4,366

実務者当たり研究者数 15,046 26 15,221 30

1,312,710 117 1,287,490 123 29

18,087 40 19,587 45

http://www.scrs.yamanashi.ac.jp/
http://nerdb-re.yamanashi.ac.jp/scripts/websearch/index.htm

■受託研究
2018年度 2019年度

順位※
受⼊額（千円） 件数 受⼊額（千円） 件数

803 名

研究推進・社会連携機構　研究推進部　研究推進課

渡辺　徹

055-220-8007
kensui-tr@yamanashi.ac.jp

21,003 35 45,236

9,936

以下の⺠間資⾦の獲得増を実現し、安定した経営基盤を構築するための体制強化および戦
略構築
　１）共同／受託研究による増加
　２）寄附⾦獲得増加、資産活⽤
　３）ライセンス収⼊増加

受⼊額（千円） 件数 受⼊額（千円）

260,102 178

63

173,073 132 234,008 157

152,070 97 188,772 94 48

■共同研究
2018年度 2019年度

順位※
件数

194,142 152

20％以上25％未満 有 無 有 無

間接経費割合 株式の保有 新株予約権の保有

イノベーション創出強化本部を新設し、本学の強み・特⾊ある研究分野への更なる投資の推進
を図る。また、コア技術の抽出を⾏い、研究開発の初期段階から社会実装・製品化までの⽀援
を本学が⾏うことで、イノベーションエコシステムの形成を⽬指す。

科研費 その他政府系資⾦
(千円)

⺠間資⾦
(千円)⾦額 件数

699,530 326 1,390,110 579,583

　基 礎 情 報

国
⽴ ⼭梨⼤学 ⼤学が果たすべき使命として、教育、研究という⼤きな２本の柱によって得られる、研究成果を主体的かつ積極的に社会に還

元し、社会貢献するという「第三の使命」を果たすこと。
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ＵＲＡ

名 社

各種規程類の整備状況 件

件

※各種規定類を整備している場合は、⾚⾊で表⽰されます。

クロスアポイントメントの実績（⼈）

■組織的産学連携活動の取組事例

■産学連携活動の主な実⽤化事例

#
B21 C21 H01 G01 F21 D01 ####

B22 C22 H02 G02 F22 D02 A22

B23 C23 H03 G03 F23 D03 A23

B24 C25 H04 G04 F24 D04 A24

B25 C30 H05 G05 F25 D05 A45

B26 H99 G06 F26 D06 A46

B27 G07 F27 D07 A47

B28 G08 F28 B67

B29 G09 B68

B30 G10 C10

B31 G11 C11

B32 G12 C12

B33 C13

C14

派遣

やまなし産学官連携研究交流事業 2020年11⽉〜2021年3⽉
⼤学等 公的機関 ⺠間企業 その他機関

新技術説明会 2020年12⽉
0 0 0 0

0 0 0 0受⼊

2020年9〜11⽉

守秘義務に係る規程（教職員のみ対象）

営業秘密管理に関する規程 守秘義務に係る規程（教職員、学⽣対象） イベント名 実施時期

株式の取扱等規程、ポリシー
イノベーションジャパン2020

知的財産ポリシー 職務発明規程（教職員、学⽣対象） 有 無

共同研究取扱規程 発明補償関係規程（教職員のみ対象）

受託研究取扱規程 発明補償関係規程（教職員、学⽣対象）

研究成果有体物取扱規程

産学連携ポリシー 職務発明規程（教職員のみ対象） 設⽴ポリシー・推進計画 ⽀援総額（千円） 利⽤件数

有 無 有 無 部屋数

⼤学発ベンチャー数 0 インキュベーション施設

相談窓⼝ ⽀援ファンド 有 無

URA当たり研究者数

実務担当者数 11 73

ベンチャー⽀援体制

産学官連携を⽬的とした主なイベント・外部の展⽰会

その他の体制整備



⼤学全体の経営理念における産学官連携活動の取組⽅針

⼤学の得意分野とその具体例

千円

産学官連携活動において今後重点化したい事項

全体 位

 ⺠間企業のみ 位

⼤企業 位

中⼩企業 位

※順位は2019年度の受⼊額を国公私⽴で⽐較したもの

運営費交付⾦ 百万円

研究者数

窓⼝

担当者

TEL

Email

産連HP

シーズDB

全体 位

 ⺠間企業のみ 位

産学連携担当部署 ⼤企業 位

名 中⼩企業 位

※順位は2019年度の受⼊額を国公私⽴で⽐較したもの

※専⾨家を配置している場合は、⾚⾊で表⽰されます。

件

件

職務発明の帰属

特許権実施等件数

特許権実施等収⼊（千円）

国
⽴ ⾼知⼤学

地域課題を組織的かつ機動的に解決するために、域学連携教育研究体制を強化することで、⼈材育成、科学の発展、
技術開発及び産業の活性化に資する。これにより、地域に⽋くことのできない⼤学として、地域の振興と地域社会の健全な
維持・発展に貢献する。

　基 礎 情 報

少⼦⾼齢化に関わる医療問題対策、⾃然災害対策、海洋資源（⽣物・鉱物資源）開発
における⾼知⼤学の実績と強みを活かして、同分野の⾼度専⾨⼈材の育成と社会実装・産
業化に資する。具体的な研究成果には、① 光線医療や臍帯⾎再⽣医療等の医療イノベー
ション、② 海洋微⽣物やコバルトクラスター等の海洋資源の発掘、③ 防災・減災技術の創
出、④ バイオマスリファイナリー技術の創出がある。

科研費 その他政府系資⾦
(千円)

⺠間資⾦
(千円)⾦額 件数

598,918 317 505,899 383,579

20％以上25％未満 有 無 有 無

間接経費割合 株式の保有 新株予約権の保有

■共同研究
2018年度 2019年度

順位※
件数

250,316 113 141

46

210,559 94 172,403 112

173,166 53 122,195 66

843 名

研究国際部研究推進課

研究推進係　横⼭　啓⼦

088-844-8891

kk03@kochi-u.ac.jp

37,393 41 50,208

10,292

⾼知⼤学を核とする地⽅創⽣プラットフォームを構築する。地域コーディネータ ー（UBC）、
産学連携コーディネーター（UIC）やURAが調整役となって地域再⽣研究会を開催し、⾃
治体等と地域再⽣・課題解決及び雇⽤創出に資する連携事業を共創するとともに、地域の
技術開発や専⾨⼈材育成を強化する。

受⼊額（千円） 件数 受⼊額（千円）

259,522

http://www.kochi-u.ac.jp/cersi/index.html
http://www.jimu.kochi-u.ac.jp/~soran/index.html

■受託研究
2018年度 2019年度

順位※
受⼊額（千円） 件数 受⼊額（千円） 件数

実務者当たり研究者数 5,555 7 7,006 5

616,072 79 480,441 65

6,036 10 9,281 8

3

専⾨家の配置 弁護⼠ 弁理⼠ 税理⼠ 公認会計⼠ その他

実務担当者数 7 120 481 3 2,275

 実施等件数あたり

研究者あたり 15,160 240.6

特許出願件数 32 0.038

産学連携本部が関与した共同研究 0

内、マッチングを⾏い、契約締結した件数 0

⼤学 発明者 未設定

特許保有件数 289 0.343

出願数上位技術分野（2019年公開）

順位 IPC 分野 件数

63

3 C12 ⽣化学、微⽣物学、遺伝⼦⼯学等 6

4 C08 有機⾼分⼦化合物等 5

1 A61 医学・獣医学︔衛⽣学 15

2 A23 ⾷品・⾷料品等 6

7 A01 農業、林業、畜産、狩猟、捕獲、漁業 2

8 G01 測定、試験 2

5 C07 有機化学 4

6 C02 ⽔、廃⽔、下⽔・汚泥の処理 3

9 B01 物理的・化学的⽅法または装置⼀般 1

10 B09 固体廃棄物の処理、汚染⼟壌の再⽣ 1

外部資⾦

2
3

2

1

0 〜100万 〜300万 〜500万 〜1000万 〜5000万 〜1億 1億以上

⺠
間
と
の
受
託
研
究
件
数

⾦ 額特許出願・活⽤実績

産学連携担当部署の体制

件数

100

10

1

30
42

24

5
7

4

0 〜100万 〜300万 〜500万 〜1000万 〜5000万 〜1億 1億以上

⺠
間
と
の
共
同
研
究
件
数

⾦ 額

件数

100

10

1

特
許
権
収
⼊

百万円

特許保有件数 件

組織的産学連携活動

0

20

40

60

80

100

120

0 200 400 600 800 1000 1200



ＵＲＡ

名 社

各種規程類の整備状況 件

件

※各種規定類を整備している場合は、⾚⾊で表⽰されます。

クロスアポイントメントの実績（⼈）

■組織的産学連携活動の取組事例

■産学連携活動の主な実⽤化事例

B21 C21 H01 G01 F21 D01 ####

B22 C22 H02 G02 F22 D02 A22

B23 C23 H03 G03 F23 D03 A23

B24 C25 H04 G04 F24 D04 A24

B25 C30 H05 G05 F25 D05 A45

B26 H99 G06 F26 D06 A46

B27 G07 F27 D07 A47

B28 G08 F28 B67

B29 G09 B68

B30 G10 C10

B31 G11 C11

B32 G12 C12

B33 C13

C14

⼤学発ベンチャー数 4 インキュベーション施設

相談窓⼝ ⽀援ファンド 有 無

URA当たり研究者数

実務担当者数 1 843

1

産学連携ポリシー 職務発明規程（教職員のみ対象） 設⽴ポリシー・推進計画 ⽀援総額（千円） 利⽤件数 1

有 無 有 無 部屋数

知的財産ポリシー 職務発明規程（教職員、学⽣対象） 有 無

共同研究取扱規程 発明補償関係規程（教職員のみ対象）

受託研究取扱規程 発明補償関係規程（教職員、学⽣対象）

研究成果有体物取扱規程

2⽉

守秘義務に係る規程（教職員のみ対象）

営業秘密管理に関する規程 守秘義務に係る規程（教職員、学⽣対象） イベント名 実施時期

株式の取扱等規程、ポリシー
IoPプロジェクト国際シンポジウム

イノベーション・ジャパン〜⼤学⾒本市 8⽉〜9⽉
⼤学等 公的機関 ⺠間企業 その他機関

アグリビジネス創出フェア 11⽉
0 0 0 0

2 0 1 0受⼊

派遣

ベンチャー⽀援体制

産学官連携を⽬的とした主なイベント・外部の展⽰会

その他の体制整備



⼤学全体の経営理念における産学官連携活動の取組⽅針

⼤学の得意分野とその具体例

千円

産学官連携活動において今後重点化したい事項

全体 位

 ⺠間企業のみ 位

⼤企業 位

中⼩企業 位

※順位は2019年度の受⼊額を国公私⽴で⽐較したもの

運営費交付⾦ 百万円

研究者数

窓⼝

担当者

TEL

Email

産連HP

シーズDB

全体 位

 ⺠間企業のみ 位

産学連携担当部署 ⼤企業 位

名 中⼩企業 位

※順位は2019年度の受⼊額を国公私⽴で⽐較したもの

※専⾨家を配置している場合は、⾚⾊で表⽰されます。

件

件

職務発明の帰属

特許権実施等件数

特許権実施等収⼊（千円）

国
⽴ 北陸先端科学技術⼤学院⼤学

世界や社会の課題を解決する研究に挑戦し、卓越した研究拠点を形成すると同時に、多様な基礎研究により新たな領域
を開拓、研究成果の社会還元を地域社会、産業界、教育・研究機関及び官公庁と連携を積極的に⾏う。

　基 礎 情 報

地域の「産・学・官・⾦」を巻き込んだ地域連動型イノベーション創⽣システム「Mａｔｃｈｉ
ｎｇ HUB」と共に地域の社会⼈教育を⽬的とした地域共創スクールを実施する。

科研費 その他政府系資⾦
(千円)

⺠間資⾦
(千円)⾦額 件数

314,283 88 427,698 267,068

15％以上20％未満 有 無 有 無

間接経費割合 株式の保有 新株予約権の保有

■共同研究
2018年度 2019年度

順位※
件数

190,951 112 124

30

142,906 100 221,413 112

122,563 73 189,105 82 47

170 名

研究推進部研究資⾦戦略課

研究資⾦戦略課研究協⼒係　係⻑　⻲野　佳恵

0761-51-1910

sinkou@ml.jaist.ac.jp

20,343 27 32,308

5,387

・地域社会が抱える課題や産業構造の変化、技術⾰新による社会的ニーズの多様化を踏ま
えた産業界との連携の推進。
・本学シーズによる組織対組織の組織間共同研究の促進。

受⼊額（千円） 件数 受⼊額（千円）

252,785

https://www.jaist.ac.jp/ricenter/
https://www.jaist.ac.jp/ricenter/

■受託研究
2018年度 2019年度

順位※
受⼊額（千円） 件数 受⼊額（千円） 件数

実務者当たり研究者数 4,878 4 3,000 4

630,680 45 376,094 42

4,878 4 3,000 4

専⾨家の配置 弁護⼠ 弁理⼠ 税理⼠ 公認会計⼠ その他

実務担当者数 10 17 0 0 0

 実施等件数あたり

研究者あたり 4,715 205.0

特許出願件数 28 0.165

産学連携本部が関与した共同研究 3

内、マッチングを⾏い、契約締結した件数 1

⼤学 発明者 未設定

特許保有件数 154 0.906

出願数上位技術分野（2019年公開）

順位 IPC 分野 件数

23

3 C07 有機化学 8

4 C08 有機⾼分⼦化合物等 6

1 H01 基本的電気素⼦ 20

2 C12 ⽣化学、微⽣物学、遺伝⼦⼯学等 9

7 B01 物理的・化学的⽅法または装置⼀般 3

8 C01 無機化学 2

5 G01 測定、試験 5

6 A61 医学・獣医学︔衛⽣学 3

9 C09 染料、ペイント、つや出し、天然樹脂、接着剤等 1

10 D01 天然・⼈造の⽷・繊維、紡績 1
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ＵＲＡ

名 社

各種規程類の整備状況 件

件

※各種規定類を整備している場合は、⾚⾊で表⽰されます。

クロスアポイントメントの実績（⼈）

■組織的産学連携活動の取組事例

■産学連携活動の主な実⽤化事例

B21 C21 H01 G01 F21 D01 ####

B22 C22 H02 G02 F22 D02 A22

B23 C23 H03 G03 F23 D03 A23

B24 C25 H04 G04 F24 D04 A24

B25 C30 H05 G05 F25 D05 A45

B26 H99 G06 F26 D06 A46

B27 G07 F27 D07 A47

B28 G08 F28 B67

B29 G09 B68

B30 G10 C10

B31 G11 C11

B32 G12 C12

B33 C13

C14

⼤学発ベンチャー数 11 インキュベーション施設

相談窓⼝ ⽀援ファンド 有 無

URA当たり研究者数

実務担当者数 13 13

11

産学連携ポリシー 職務発明規程（教職員のみ対象） 設⽴ポリシー・推進計画 ⽀援総額（千円） 利⽤件数 0

有 無 有 無 部屋数

知的財産ポリシー 職務発明規程（教職員、学⽣対象） 有 無

共同研究取扱規程 発明補償関係規程（教職員のみ対象）

受託研究取扱規程 発明補償関係規程（教職員、学⽣対象）

研究成果有体物取扱規程

9⽉

守秘義務に係る規程（教職員のみ対象）

営業秘密管理に関する規程 守秘義務に係る規程（教職員、学⽣対象） イベント名 実施時期

株式の取扱等規程、ポリシー
イノベーション・ジャパン2020 -⼤学⾒本市-

Matching HUB Kanazawa 2020 11⽉
⼤学等 公的機関 ⺠間企業 その他機関

e-messe Kanazawa 2020 11⽉
0 0 0 0

1 0 0 1受⼊

派遣

ベンチャー⽀援体制

産学官連携を⽬的とした主なイベント・外部の展⽰会

その他の体制整備



⼤学全体の経営理念における産学官連携活動の取組⽅針

⼤学の得意分野とその具体例

千円

産学官連携活動において今後重点化したい事項

全体 位
 ⺠間企業のみ 位

⼤企業 位
中⼩企業 位

※順位は2019年度の受⼊額を国公私⽴で⽐較したもの

運営費交付⾦ 百万円

研究者数

窓⼝
担当者
TEL
Email
産連HP
シーズDB

全体 位
 ⺠間企業のみ 位

産学連携担当部署 ⼤企業 位
名 中⼩企業 位

※順位は2019年度の受⼊額を国公私⽴で⽐較したもの
※専⾨家を配置している場合は、⾚⾊で表⽰されます。

件
件

職務発明の帰属
特許権実施等件数
特許権実施等収⼊（千円）

国
⽴ 宮崎⼤学

宮崎⼤学は、「世界を視野に 地域から始めよう」のスローガンのもと、⼤学の使命である社会貢献を果たすため、地域社会
や産業界が抱える諸課題の解決に向け持続的な産学官の連携を推進し、地域を始めとする我が国及び国際社会の発展
に寄与することを⽬指す。

　基 礎 情 報

宮崎⼤学は、地域の特質を活かし「⽣命科学分野」及び「環境保全、再⽣可能エネルギー、
⾷の科学分野」における重点領域研究プロジェクトを20選定し、異分野融合を軸とした産学
官連携を戦略的に推進している。

科研費 その他政府系資⾦
(千円)

⺠間資⾦
(千円)⾦額 件数

602,656 325 943,250 478,053

10％以上15％未満 有 無 有 無
間接経費割合 株式の保有 新株予約権の保有

■共同研究
2018年度 2019年度

順位※
件数

202,086 145 164

64 34

171,326 123 192,540 141
84,697 62 89,801 77

847 名

研究国際部産学・地域連携課
⼭崎　勝也
0985-58-7951
sangaku@of.miyazaki-u.ac.jp

86,629 61 102,739

9,273

宮崎⼤学は、「組織」対「組織」によるオープンイノベーションの促進、地域資源・ノウハウ等を
最⼤限に活⽤した地域イノベーションの促進等について、重点的に産学官連携活動を推進
する。

受⼊額（千円） 件数 受⼊額（千円）
250,449

http://www.miyazaki-u.ac.jp/crcweb/
https://srhumdb.miyazaki-u.ac.jp/search?m=home&l=ja

■受託研究
2018年度 2019年度

順位※
受⼊額（千円） 件数 受⼊額（千円） 件数

実務者当たり研究者数 36,369 32 27,743 33

1,038,429 194 897,097 179 37
44,777 50 33,860 48

15
専⾨家の配置 弁護⼠ 弁理⼠ 税理⼠ 公認会計⼠ その他
実務担当者数 17 50 8,408 18 6,117

 実施等件数あたり
研究者あたり 2,526 30.8

特許出願件数 37 0.044

産学連携本部が関与した共同研究 2
内、マッチングを⾏い、契約締結した件数 2

⼤学 発明者 未設定

特許保有件数 225 0.266

出願数上位技術分野（2019年公開）
順位 IPC 分野 件数

82

3 A61 医学・獣医学︔衛⽣学 9
4 C04 セメント、コンクリート、⼈造⽯、セラミックス、耐⽕物 5

1 C12 ⽣化学、微⽣物学、遺伝⼦⼯学等 11
2 G01 測定、試験 10

7 A23 ⾷品・⾷料品等 4
8 H01 基本的電気素⼦ 4

5 C07 有機化学 5
6 A01 農業、林業、畜産、狩猟、捕獲、漁業 4

9 C08 有機⾼分⼦化合物等 3
10 A62 ⼈命救助等 2

外部資⾦
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ＵＲＡ
名 社

各種規程類の整備状況 件
件

※各種規定類を整備している場合は、⾚⾊で表⽰されます。

クロスアポイントメントの実績（⼈）

■組織的産学連携活動の取組事例

■産学連携活動の主な実⽤化事例

B21 C21 H01 G01 F21 D01 ####

B22 C22 H02 G02 F22 D02 A22

B23 C23 H03 G03 F23 D03 A23

B24 C25 H04 G04 F24 D04 A24

B25 C30 H05 G05 F25 D05 A45

B26 H99 G06 F26 D06 A46

B27 G07 F27 D07 A47

B28 G08 F28 B67

B29 G09 B68

B30 G10 C10

B31 G11 C11

B32 G12 C12

B33 C13

C14

⼤学発ベンチャー数 9 インキュベーション施設
相談窓⼝ ⽀援ファンド 有 無

URA当たり研究者数
実務担当者数 0

3
産学連携ポリシー 職務発明規程（教職員のみ対象） 設⽴ポリシー・推進計画 ⽀援総額（千円） 利⽤件数 3

有 無 有 無 部屋数

知的財産ポリシー 職務発明規程（教職員、学⽣対象） 有 無 95,000
共同研究取扱規程 発明補償関係規程（教職員のみ対象）
受託研究取扱規程 発明補償関係規程（教職員、学⽣対象）

研究成果有体物取扱規程

8⽉

守秘義務に係る規程（教職員のみ対象）
営業秘密管理に関する規程 守秘義務に係る規程（教職員、学⽣対象） イベント名 実施時期
株式の取扱等規程、ポリシー

イノベーション・ジャパン　⼤学⾒本市

技術・研究発表交流会 9⽉
⼤学等 公的機関 ⺠間企業 その他機関

みやざきテクノフェア 11⽉
1 1 0 0
0 0 0 0受⼊

派遣

ベンチャー⽀援体制

産学官連携を⽬的とした主なイベント・外部の展⽰会

その他の体制整備



⼤学全体の経営理念における産学官連携活動の取組⽅針

⼤学の得意分野とその具体例

千円

産学官連携活動において今後重点化したい事項

全体 位

 ⺠間企業のみ 位

⼤企業 位

中⼩企業 位

※順位は2019年度の受⼊額を国公私⽴で⽐較したもの

運営費交付⾦ 百万円

研究者数

窓⼝

担当者

TEL

Email

産連HP

シーズDB

全体 位

 ⺠間企業のみ 位

産学連携担当部署 ⼤企業 位

名 中⼩企業 位

※順位は2019年度の受⼊額を国公私⽴で⽐較したもの

※専⾨家を配置している場合は、⾚⾊で表⽰されます。

件

件

職務発明の帰属

特許権実施等件数

特許権実施等収⼊（千円）

国
⽴ 富⼭⼤学

重複組織を統合し、基礎研究⽀援から産学連携までを⼀貫して推進する「学術研究・産学連携本部」として発⾜。医薬
系分野での産学連携、医⼯連携拡充のため、医薬系キャンパスにオフィスを新設し、専⾨知識を持つURA、コーディネー
ターを配置した。

　基 礎 情 報

企業等との連携実績があるバイオ関連、材料分野に加え、全国的にもユニークな「都市デザイ
ン」、「芸術⽂化」分野において、企業との「組織対組織」連携を推進する。

科研費 その他政府系資⾦
(千円)

⺠間資⾦
(千円)⾦額 件数

866,159 400 671,023 507,771

10％以上15％未満 有 無 有 無

間接経費割合 株式の保有 新株予約権の保有

■共同研究
2018年度 2019年度

順位※
件数

230,049 172 185

44

196,774 154 194,501 162

159,282 105 163,242 118

898 名

研究振興部研究振興課

成瀬　暁恵

076-445-6936

t-sangyo@adm.u-toyama.ac.jp

37,492 49 31,259

13,730

・企業等との共同研究費単価増⼤を図るための「積算・提案⽅式」の増加
・医薬系での知財収⼊拡⼤のための知財管理システム、発掘⼒の強化

受⼊額（千円） 件数 受⼊額（千円）

242,773

https://sanren.ctg.u-toyama.ac.jp/
https://sanren.ctg.u-toyama.ac.jp/seeds_search/

■受託研究
2018年度 2019年度

順位※
受⼊額（千円） 件数 受⼊額（千円） 件数

実務者当たり研究者数 26,361 30 24,989 23

1,018,961 181 737,658 178 45

37,475 42 38,203 38

15

専⾨家の配置 弁護⼠ 弁理⼠ 税理⼠ 公認会計⼠ その他

実務担当者数 28 32 11,114 12 13,214

 実施等件数あたり

研究者あたり 15,684 101.8

特許出願件数 35 0.039

産学連携本部が関与した共同研究 0

内、マッチングを⾏い、契約締結した件数 0

⼤学 発明者 未設定

特許保有件数 282 0.314

出願数上位技術分野（2019年公開）

順位 IPC 分野 件数

154

3 C07 有機化学 7

4 C22 冶⾦、鉄・⾮鉄合⾦等 5

1 A61 医学・獣医学︔衛⽣学 26

2 C12 ⽣化学、微⽣物学、遺伝⼦⼯学等 16

7 H01 基本的電気素⼦ 3

8 C02 ⽔、廃⽔、下⽔・汚泥の処理 2

5 G01 測定、試験 5

6 B01 物理的・化学的⽅法または装置⼀般 4

9 A41 ⾐類 1

10 A47 家具、家庭⽤品等、真空掃除機⼀般 1

外部資⾦

9
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ＵＲＡ

名 社

各種規程類の整備状況 件

件

※各種規定類を整備している場合は、⾚⾊で表⽰されます。

クロスアポイントメントの実績（⼈）

■組織的産学連携活動の取組事例

■産学連携活動の主な実⽤化事例

B21 C21 H01 G01 F21 D01 ####

B22 C22 H02 G02 F22 D02 A22

B23 C23 H03 G03 F23 D03 A23

B24 C25 H04 G04 F24 D04 A24

B25 C30 H05 G05 F25 D05 A45

B26 H99 G06 F26 D06 A46

B27 G07 F27 D07 A47

B28 G08 F28 B67

B29 G09 B68

B30 G10 C10

B31 G11 C11

B32 G12 C12

B33 C13

C14

⼤学発ベンチャー数 5 インキュベーション施設

相談窓⼝ ⽀援ファンド 有 無

URA当たり研究者数

実務担当者数 11 82

16

産学連携ポリシー 職務発明規程（教職員のみ対象） 設⽴ポリシー・推進計画 ⽀援総額（千円） 利⽤件数 5

有 無 有 無 部屋数

知的財産ポリシー 職務発明規程（教職員、学⽣対象） 有 無

共同研究取扱規程 発明補償関係規程（教職員のみ対象）

受託研究取扱規程 発明補償関係規程（教職員、学⽣対象）

研究成果有体物取扱規程

８⽉

守秘義務に係る規程（教職員のみ対象）

営業秘密管理に関する規程 守秘義務に係る規程（教職員、学⽣対象） イベント名 実施時期

株式の取扱等規程、ポリシー
イノベーションジャパン

JST新技術説明会 10⽉
⼤学等 公的機関 ⺠間企業 その他機関

テクノトランスファーinかわさき 10⽉
0 1 0 0

0 0 0 0受⼊

派遣

ベンチャー⽀援体制

産学官連携を⽬的とした主なイベント・外部の展⽰会

その他の体制整備



⼤学全体の経営理念における産学官連携活動の取組⽅針

⼤学の得意分野とその具体例

千円

産学官連携活動において今後重点化したい事項

全体 位
 ⺠間企業のみ 位

⼤企業 位

中⼩企業 位

※順位は2019年度の受⼊額を国公私⽴で⽐較したもの

運営費交付⾦ 百万円

研究者数

窓⼝

担当者

TEL

Email

産連HP

シーズDB

全体 位
 ⺠間企業のみ 位

産学連携担当部署 ⼤企業 位

名 中⼩企業 位

※順位は2019年度の受⼊額を国公私⽴で⽐較したもの

※専⾨家を配置している場合は、⾚⾊で表⽰されます。

件

件

職務発明の帰属

特許権実施等件数

特許権実施等収⼊（千円）

国
⽴ 宇都宮⼤学 地域イノベーション創出の知の拠点として、世界に通じる先端的研究および基礎的研究を基盤とし、独創的で学際的・分野

融合的な研究を発展させつつ、これらを産学官⾦連携のもとに社会実装し地域に還元する。

　基 礎 情 報

国際的ネットワークを有し世界的な拠点ともなっている光⼯学分野、ならびに農⼯融合によるス
マート農業⽤ロボティクス分野。レーザ制御技術、⾃⾛・マニュピュレータ技術に多数の特許を有
する。

科研費 その他政府系資⾦
(千円)

⺠間資⾦
(千円)⾦額 件数

271,830 154 302,949 383,476

10％以上15％未満 有 無 有 無

間接経費割合 株式の保有 新株予約権の保有

■共同研究
2018年度 2019年度

順位※
件数

161,202 151 165

63

153,482 138 215,580 145

121,027 74 142,586 81

357 名

学術研究部　研究協⼒・産学連携課

福⽥　将

028-649-5019

kenkikaku@miya.jm.utsunomiya-u.ac.jp

32,455 64 56,538

5,746

地域企業や団体・機関と包括的に連携する産学官⾦連携、および県を跨ぐ広域的な産学官
連携。分野を横断する融合的な産業創出と地域への還元。地域産業活性に資するベンチャー
企業の創⽣ならびに育成。

受⼊額（千円） 件数 受⼊額（千円）

229,786

https://www.utsunomiya-u.ac.jp/activity/industry/
https://www.utsunomiya-u.ac.jp/docs/seeds_2020_10.pdf

■受託研究
2018年度 2019年度

順位※
受⼊額（千円） 件数 受⼊額（千円） 件数

実務者当たり研究者数 13,288 10 29,341 10

306,323 61 316,981 51

17,124 14 32,501 15

5

専⾨家の配置 弁護⼠ 弁理⼠ 税理⼠ 公認会計⼠ その他

実務担当者数 21 17 3,836 4 3,160

 実施等件数あたり

研究者あたり 2,649 189.2

特許出願件数 15 0.042

産学連携本部が関与した共同研究 0

内、マッチングを⾏い、契約締結した件数 0

⼤学 発明者 未設定

特許保有件数 169 0.473

出願数上位技術分野（2019年公開）

順位 IPC 分野 件数

14

3 A61 医学・獣医学︔衛⽣学 4

4 C02 ⽔、廃⽔、下⽔・汚泥の処理 4

1 C12 ⽣化学、微⽣物学、遺伝⼦⼯学等 8

2 G01 測定、試験 6

7 C09 染料、ペイント、つや出し、天然樹脂、接着剤等 3

8 H04 電気通信技術 3

5 G02 光学 4

6 C04 セメント、コンクリート、⼈造⽯、セラミックス、耐⽕物 3

9 A01 農業、林業、畜産、狩猟、捕獲、漁業 2

10 B24 研削、研磨 2

外部資⾦
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ＵＲＡ

名 社

各種規程類の整備状況 件

件

※各種規定類を整備している場合は、⾚⾊で表⽰されます。

クロスアポイントメントの実績（⼈）

■組織的産学連携活動の取組事例

■産学連携活動の主な実⽤化事例

#
B21 C21 H01 G01 F21 D01 ####

B22 C22 H02 G02 F22 D02 A22

B23 C23 H03 G03 F23 D03 A23

B24 C25 H04 G04 F24 D04 A24

B25 C30 H05 G05 F25 D05 A45

B26 H99 G06 F26 D06 A46

B27 G07 F27 D07 A47

B28 G08 F28 B67

B29 G09 B68

B30 G10 C10

B31 G11 C11

B32 G12 C12

B33 C13

C14

⼤学発ベンチャー数 6 インキュベーション施設

相談窓⼝ ⽀援ファンド 有 無

URA当たり研究者数

実務担当者数 6 60

33

産学連携ポリシー 職務発明規程（教職員のみ対象） 設⽴ポリシー・推進計画 ⽀援総額（千円） 利⽤件数 3

有 無 有 無 部屋数

知的財産ポリシー 職務発明規程（教職員、学⽣対象） 有 無

共同研究取扱規程 発明補償関係規程（教職員のみ対象）

受託研究取扱規程 発明補償関係規程（教職員、学⽣対象）

研究成果有体物取扱規程

8⽉

守秘義務に係る規程（教職員のみ対象）

営業秘密管理に関する規程 守秘義務に係る規程（教職員、学⽣対象） イベント名 実施時期

株式の取扱等規程、ポリシー
イノベーション・ジャパン⼤学⾒本市

宇都宮⼤学コラボレーション・フェア 9⽉
⼤学等 公的機関 ⺠間企業 その他機関

⼤学コンソーシアムとちぎ「学⽣＆企業研究発表会」 11⽉
0 0 0 0

0 0 0 0受⼊

派遣

ベンチャー⽀援体制

産学官連携を⽬的とした主なイベント・外部の展⽰会

その他の体制整備



⼤学全体の経営理念における産学官連携活動の取組⽅針

⼤学の得意分野とその具体例

千円

産学官連携活動において今後重点化したい事項

全体 位

 ⺠間企業のみ 位

⼤企業 位

中⼩企業 位

※順位は2019年度の受⼊額を国公私⽴で⽐較したもの

運営費交付⾦ 百万円

研究者数

窓⼝

担当者

TEL

Email

産連HP

シーズDB

全体 位

 ⺠間企業のみ 位

産学連携担当部署 ⼤企業 位

名 中⼩企業 位

※順位は2019年度の受⼊額を国公私⽴で⽐較したもの

※専⾨家を配置している場合は、⾚⾊で表⽰されます。

件

件

職務発明の帰属

特許権実施等件数

特許権実施等収⼊（千円）

国
⽴ 埼⽟⼤学
　基 礎 情 報

科研費 その他政府系資⾦
(千円)

⺠間資⾦
(千円)⾦額 件数

614,328 266 0 283,582

10％以上15％未満 有 無 有 無

間接経費割合 株式の保有 新株予約権の保有

■共同研究
2018年度 2019年度

順位※
件数

229,649 160 160

63 45

219,782 143 224,503 147

159,115 86 148,629 82

503 名

研究協⼒部研究推進課

松崎　正

048-858-3665

sangaku@gr.saitama-u.ac.jp

60,667 57 72,574

7,005

受⼊額（千円） 件数 受⼊額（千円）

228,515

http://www.saitama-u.ac.jp/coalition/
http://www.saitama-u.ac.jp/coalition/catalog/2018/html5.html#page=1

■受託研究
2018年度 2019年度

順位※
受⼊額（千円） 件数 受⼊額（千円） 件数

実務者当たり研究者数 1,000 2 9,634 6

297,279 49 347,288 47

1,208 3 9,697 7

1

専⾨家の配置 弁護⼠ 弁理⼠ 税理⼠ 公認会計⼠ その他

実務担当者数 12 42 208 1 63

 実施等件数あたり

研究者あたり 11,767 159.0

特許出願件数 58 0.115

産学連携本部が関与した共同研究 0

内、マッチングを⾏い、契約締結した件数 0

⼤学 発明者 未設定

特許保有件数 289 0.575

出願数上位技術分野（2019年公開）

順位 IPC 分野 件数

74

3 G01 測定、試験 12

4 A61 医学・獣医学︔衛⽣学 10

1 C12 ⽣化学、微⽣物学、遺伝⼦⼯学等 15

2 H01 基本的電気素⼦ 15

7 B23 ⼯作機械等 5

8 C02 ⽔、廃⽔、下⽔・汚泥の処理 4

5 C07 有機化学 9

6 F16 機械要素・単位、機械・装置の効果的機能を⽣じ維持するための⼀
般的⼿段 6

9 G06 計算、計数 4

10 A01 農業、林業、畜産、狩猟、捕獲、漁業 3

外部資⾦

4
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ＵＲＡ

名 社

各種規程類の整備状況 件

件

※各種規定類を整備している場合は、⾚⾊で表⽰されます。

クロスアポイントメントの実績（⼈）

■組織的産学連携活動の取組事例

■産学連携活動の主な実⽤化事例

B21 C21 H01 G01 F21 D01 ####

B22 C22 H02 G02 F22 D02 A22

B23 C23 H03 G03 F23 D03 A23

B24 C25 H04 G04 F24 D04 A24

B25 C30 H05 G05 F25 D05 A45

B26 H99 G06 F26 D06 A46

B27 G07 F27 D07 A47

B28 G08 F28 B67

B29 G09 B68

B30 G10 C10

B31 G11 C11

B32 G12 C12

B33 C13

C14

⼤学発ベンチャー数 1 インキュベーション施設

相談窓⼝ ⽀援ファンド 有 無

URA当たり研究者数

実務担当者数 3 168

17

産学連携ポリシー 職務発明規程（教職員のみ対象） 設⽴ポリシー・推進計画 ⽀援総額（千円） 利⽤件数 5

有 無 有 無 部屋数

知的財産ポリシー 職務発明規程（教職員、学⽣対象） 有 無

共同研究取扱規程 発明補償関係規程（教職員のみ対象）

受託研究取扱規程 発明補償関係規程（教職員、学⽣対象）

研究成果有体物取扱規程

2021.8.23〜2021.9.17

守秘義務に係る規程（教職員のみ対象）

営業秘密管理に関する規程 守秘義務に係る規程（教職員、学⽣対象） イベント名 実施時期

株式の取扱等規程、ポリシー
イノベーションジャパン2021

埼⽟⼤学産学交流会テクノカフェ 2021.11開催予定
⼤学等 公的機関 ⺠間企業 その他機関

彩の国ビジネスアリーナ2022 2022.1開催予定
2 2 0 0

0 0 2 0受⼊

派遣

ベンチャー⽀援体制

産学官連携を⽬的とした主なイベント・外部の展⽰会

その他の体制整備



⼤学全体の経営理念における産学官連携活動の取組⽅針

⼤学の得意分野とその具体例

千円

産学官連携活動において今後重点化したい事項

全体 位

 ⺠間企業のみ 位

⼤企業 位

中⼩企業 位

※順位は2019年度の受⼊額を国公私⽴で⽐較したもの

運営費交付⾦ 百万円

研究者数

窓⼝

担当者

TEL

Email

産連HP

シーズDB

全体 位

 ⺠間企業のみ 位

産学連携担当部署 ⼤企業 位

名 中⼩企業 位

※順位は2019年度の受⼊額を国公私⽴で⽐較したもの

※専⾨家を配置している場合は、⾚⾊で表⽰されます。

件

件

職務発明の帰属

特許権実施等件数

特許権実施等収⼊（千円）

国
⽴ 福井⼤学 産学官連携本部を中⼼に、⺠間企業等との共同研究育成、知的財産管理、計測技術の提供等による企業⽀援を統合

的に⾏う。そのために産学官⾦⺠の柔軟な枠組みを構築し、産業や共同研究および知的財産の継続的創出を推進する。

　基 礎 情 報

・医学部における、地域医療連携の向上を⽬指しICTネットワークを⽤いたクラウド型救急医
療連携システムの研究開発、学⽣⽤電⼦カルテとして臨床実習の現場にマッチングした教育
システムである臨床教育⽀援システム（F.CESS)の⽤途展開
・産学官連携本部における、光学エンジンの⾼効率合波特性と⼩型化の両⽴を実現し、超
⼩型化エンジンの⽤途展開
・⼯学部における、Siデバイスに代わる今後の低炭素社会を⽀える基盤研究

科研費 その他政府系資⾦
(千円)

⺠間資⾦
(千円)⾦額 件数

596,722 318 1,064,829 981,013

20％以上25％未満 有 無 有 無

間接経費割合 株式の保有 新株予約権の保有

■共同研究
2018年度 2019年度

順位※
件数

217,173 178 190

52

169,668 145 173,678 158

143,709 103 125,682 106

617 名

研究推進課

吉本　博樹

0776-27-8881

rp-sangaku@ml.u-fukui.ac.jp

25,959 42 47,996

9,933

総合的に対応できる組織を構築し、地域において⼤学が開かれた存在であることを⽬指す。
ものづくり企業との連携はもとより、⾮製造業を含む広い裾野を持った連携の施⾏、地域社会
における直接的な課題解決に挑戦、共に試⾏錯誤する中から社会の発展に資する新しい価
値を創り出していくような活動に取り組む。

受⼊額（千円） 件数 受⼊額（千円）

207,429

http://www.hisac.u-fukui.ac.jp/
http://uradb.ura.u-fukui.ac.jp/strategicdb/

■受託研究
2018年度 2019年度

順位※
受⼊額（千円） 件数 受⼊額（千円） 件数

実務者当たり研究者数 64,177 20 77,914 20 36

319,078 60 369,813 107

70,585 31 78,391 29 46

9

専⾨家の配置 弁護⼠ 弁理⼠ 税理⼠ 公認会計⼠ その他

実務担当者数 27 23 6,408 11 477

 実施等件数あたり

研究者あたり 11,044 153.4

特許出願件数 62 0.100

産学連携本部が関与した共同研究 1

内、マッチングを⾏い、契約締結した件数 0

⼤学 発明者 未設定

特許保有件数 218 0.353

出願数上位技術分野（2019年公開）

順位 IPC 分野 件数

72

3 C08 有機⾼分⼦化合物等 10

4 C12 ⽣化学、微⽣物学、遺伝⼦⼯学等 5

1 G01 測定、試験 22

2 A61 医学・獣医学︔衛⽣学 12

7 C01 無機化学 4

8 G02 光学 4

5 D06 繊維等の処理︔洗濯︔可とう性材料等 5

6 H01 基本的電気素⼦ 5

9 D01 天然・⼈造の⽷・繊維、紡績 3

10 G06 計算、計数 3

外部資⾦

12 10

4
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ＵＲＡ

名 社

各種規程類の整備状況 件

件

※各種規定類を整備している場合は、⾚⾊で表⽰されます。

クロスアポイントメントの実績（⼈）

■組織的産学連携活動の取組事例

■産学連携活動の主な実⽤化事例

B21 C21 H01 G01 F21 D01 ####

B22 C22 H02 G02 F22 D02 A22

B23 C23 H03 G03 F23 D03 A23

B24 C25 H04 G04 F24 D04 A24

B25 C30 H05 G05 F25 D05 A45

B26 H99 G06 F26 D06 A46

B27 G07 F27 D07 A47

B28 G08 F28 B67

B29 G09 B68

B30 G10 C10

B31 G11 C11

B32 G12 C12

B33 C13

C14

⼤学発ベンチャー数 11 インキュベーション施設

相談窓⼝ ⽀援ファンド 有 無

URA当たり研究者数

実務担当者数 7 88

3

産学連携ポリシー 職務発明規程（教職員のみ対象） 設⽴ポリシー・推進計画 ⽀援総額（千円） 利⽤件数 2

有 無 有 無 部屋数

知的財産ポリシー 職務発明規程（教職員、学⽣対象） 有 無

共同研究取扱規程 発明補償関係規程（教職員のみ対象）

受託研究取扱規程 発明補償関係規程（教職員、学⽣対象）

研究成果有体物取扱規程

９⽉

守秘義務に係る規程（教職員のみ対象）

営業秘密管理に関する規程 守秘義務に係る規程（教職員、学⽣対象） イベント名 実施時期

株式の取扱等規程、ポリシー
新技術説明会

ふくい知財フォーラム １１⽉
⼤学等 公的機関 ⺠間企業 その他機関

FUNTECフォーラム １⽉
1 1 0 0

2 4 0 6受⼊

派遣

ベンチャー⽀援体制

産学官連携を⽬的とした主なイベント・外部の展⽰会

その他の体制整備



⼤学全体の経営理念における産学官連携活動の取組⽅針

⼤学の得意分野とその具体例

千円

産学官連携活動において今後重点化したい事項

全体 位

 ⺠間企業のみ 位

⼤企業 位

中⼩企業 位

※順位は2019年度の受⼊額を国公私⽴で⽐較したもの

運営費交付⾦ 百万円

研究者数

窓⼝

担当者

TEL

Email

産連HP

シーズDB

全体 位

 ⺠間企業のみ 位

産学連携担当部署 ⼤企業 位

名 中⼩企業 位

※順位は2019年度の受⼊額を国公私⽴で⽐較したもの

※専⾨家を配置している場合は、⾚⾊で表⽰されます。

件

件

職務発明の帰属

特許権実施等件数

特許権実施等収⼊（千円）

国
⽴ 京都⼯芸繊維⼤学 「開かれた⼤学」として、その⾼度な専⾨的知識と技術を社会に還元し、地域の発展に貢献することは、⼤学の重要な役

割の⼀つであり、地域の産業界、団体、⾃治体等と共同研究や各種の研究会等を通して幅広く連携している。

　基 礎 情 報

⼤学の機能強化の⼀環として、本学の特⾊ある研究分野である、「デザイン・建築」「⾼分
⼦・繊維材料」「グリーンイノベーション」の各分野の世界⼀線級ユニットを誘致し、「デザイン」
を基軸とした分野融合型教育研究の展開を⾏っている。

科研費 その他政府系資⾦
(千円)

⺠間資⾦
(千円)⾦額 件数

344,690 159 219,492 300,646

15％以上20％未満 有 無 有 無

間接経費割合 株式の保有 新株予約権の保有

■共同研究
2018年度 2019年度

順位※
件数

202,895 145 154

42

196,287 140 194,336 148

164,243 101 153,382 106

299 名

研究推進課

廣瀬　響⼦

075-724-7038

ken-apply@jim.kit.ac.jp

32,044 39 40,954

4,963

⼤学全体の研究⼒及び産学連携機能の強化の⼀環として平成30年に設置した「産学公
連携推進センター」を中⼼に、これまで研究者個⼈と企業との関係により実施されていた共同
研究のみならず、「組織対組織」の関係による研究プロジェクトの⼤型化を⽬指す。

受⼊額（千円） 件数 受⼊額（千円）

204,126

https://www.liaison.kit.ac.jp
https://www.liaison.kit.ac.jp/liaison/db/

■受託研究
2018年度 2019年度

順位※
受⼊額（千円） 件数 受⼊額（千円） 件数

実務者当たり研究者数 33,860 29 38,676 44

337,464 97 266,741 106

39,244 43 44,930 57

13

専⾨家の配置 弁護⼠ 弁理⼠ 税理⼠ 公認会計⼠ その他

実務担当者数 10 30 5,384 14 6,254

 実施等件数あたり

研究者あたり 5,112 232.4

特許出願件数 94 0.314

産学連携本部が関与した共同研究 0

内、マッチングを⾏い、契約締結した件数 0

⼤学 発明者 未設定

特許保有件数 197 0.659

出願数上位技術分野（2019年公開）

順位 IPC 分野 件数

22

3 A61 医学・獣医学︔衛⽣学 11

4 C08 有機⾼分⼦化合物等 11

1 H01 基本的電気素⼦ 18

2 G01 測定、試験 16

7 C30 結晶成⻑ 3

8 H02 電⼒の発電、変換、配電 3

5 C12 ⽣化学、微⽣物学、遺伝⼦⼯学等 11

6 C07 有機化学 3

9 C09 染料、ペイント、つや出し、天然樹脂、接着剤等 2

10 D01 天然・⼈造の⽷・繊維、紡績 2

外部資⾦

14
20 21

2
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⺠
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と
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究
件
数

⾦ 額特許出願・活⽤実績

産学連携担当部署の体制

件数

100

10

1

32 34

66

12
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1
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特許保有件数 件

組織的産学連携活動
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ＵＲＡ

名 社

各種規程類の整備状況 件

件

※各種規定類を整備している場合は、⾚⾊で表⽰されます。

クロスアポイントメントの実績（⼈）

■組織的産学連携活動の取組事例

■産学連携活動の主な実⽤化事例

B21 C21 H01 G01 F21 D01 ####

B22 C22 H02 G02 F22 D02 A22

B23 C23 H03 G03 F23 D03 A23

B24 C25 H04 G04 F24 D04 A24

B25 C30 H05 G05 F25 D05 A45

B26 H99 G06 F26 D06 A46

B27 G07 F27 D07 A47

B28 G08 F28 B67

B29 G09 B68

B30 G10 C10

B31 G11 C11

B32 G12 C12

B33 C13

C14

⼤学発ベンチャー数 8 インキュベーション施設

相談窓⼝ ⽀援ファンド 有 無

URA当たり研究者数

実務担当者数 8 37

産学連携ポリシー 職務発明規程（教職員のみ対象） 設⽴ポリシー・推進計画 ⽀援総額（千円） 利⽤件数

有 無 有 無 部屋数

知的財産ポリシー 職務発明規程（教職員、学⽣対象） 有 無

共同研究取扱規程 発明補償関係規程（教職員のみ対象）

受託研究取扱規程 発明補償関係規程（教職員、学⽣対象）

研究成果有体物取扱規程

6⽉

守秘義務に係る規程（教職員のみ対象）

営業秘密管理に関する規程 守秘義務に係る規程（教職員、学⽣対象） イベント名 実施時期

株式の取扱等規程、ポリシー
JACI/GSCシンポジウム展⽰

NEXT関⻄イノベーション・マッチング 8⽉
⼤学等 公的機関 ⺠間企業 その他機関

けいはんなビジネスメッセ2020Virtual 10⽉
1 0 1 1

0 0 5 0受⼊

派遣

ベンチャー⽀援体制

産学官連携を⽬的とした主なイベント・外部の展⽰会

その他の体制整備
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